




  

介 ビス への  

入所および通所の事業所へ、１～２名の介護相談員が毎月１回（１施設２時間程度）

訪問し、利用者からの苦情、相談、要望等を聞きとる。そして、訪問した当日に、利

用者からの相談内容や、訪問した際に相談員自身が気づいたことを必ず事業所の担当

者へ報告する。 
事務局へは、毎月「活動記録書」および「相談記録票」で報告する（表 2）。また、

身体拘束や虐待等、緊急な対応を必要とする事柄に関しては、その都度早急に事務局

へ報告し、対応する。 
 

２ 四日 介護相談員（ 0 による 件数 

 

（ 派 介 談 と 務 の 交 会 

 

（４  

「介護相談員だより」を平成 15年 2月より年 2回発行している。現在では、14号まで

発行している 

 

（ 市 村の介 談 との 交  

 介護相談員活動を行っている他県の方々との意見交換は介護相談員にも事務局にも刺

激になっていると感じる。平成 17年度には、岐阜市・奈良県王寺町から視察を受け、平

成 19 年度には、安城市、平成 20 年度は近江八幡市への視察を行い、各地との介護相談

員との交流を図っている。 

 

６ ャラバン・メイトと ての  

 平成 17年度に、介護相談員 18名・平成 21年度に 2名が四日市市主催の「キャラバン・

メイト養成講座」を受講し、「キャラバン・メイト」として登録を行った。 

 平成 18 年度より、「キャラバン・メイト」として「認知症サポーター養成講座」を開

始し、四日市市では、介護相談員によるサポーター講座を 64 回開催し、2,140 名のサポ

ーターを養成している。（平成 21年 8月末現在） 

 

４ 介 談 り て か の小さな ぶ を笑 に  

（ ） ナ 分し つ             

 

「ちょっとだけ話を聞いてくれる？私だけバナナが半分             

しかないのよ。」とあるディサービス利用者からの相談があっ

  苦情 相談 
気づい

たこと 

施設  

から 
その他 小計 

話し 

相手 
合計 

平成１６年度 138 210 323 296 67 1,034 5,133 6,167 

平成１７年度 137 206 311 276 52 982 5,603 6,585 

平成１８年度 148 179 253 123 56 759 4,958 5,717 

平成１９年度 99 172 266 100 70 707 4,976 5,683 

平成２０年度 118 143 249 60 49 619 5,007 5,626 
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すい環境づくりは介護利用者の安心に繋がると思われるので施設長に伝えると次の訪問

時には改善されており、利用者との信頼関係だけではなく、施設職員などともパートナ

ーシップを築くことも大切な役割であると感じている。 

 

（ か  

ある施設の管理者が「黙々と良いケアや真摯に頑張っている職員を目にしたら名前を

言って褒めてください。とても地味で大切な仕事をしているスタッフです。介護相談員

の言葉でお願いします。」とおしゃった。近年ケアスタッフの低賃金やバーンアウトを理

由に、離職するスタッフも多い。余裕を持って仕事が出来るように職員数を確保するこ

ととケアスタッフの心のケアをすることが利用者のケアの質の向上に繋がると感じてい

る。 

 

６ 介 て をめぐる不  

 最近、認知症がクローズアップされている。介護サービス利用者から、「私は認知症で

はないでしょうか？」｢適切な認知症の検査機関を教えて欲しい｣と相談を受けることが

多くなっている。介護相談員としての役割ではないとは感じながらも、その不安を少し

でも和らげたいと「このようにしっかりされているのだから、認知症ではないのではな

いでしょうか？私はそのようには感じませんよ。早期診断も大切ですね。もし、心配な

ら専門医にご相談されてはいかがでしょうか」とお話をすることもある。認知症になる

ことを不安に思う方々が最近多いと感じる。認知症になっても、このように安心して受

けられる介護サービスがあることと信頼できる話し相手を得ることは介護利用者の生活

の質の向上に繋がると思われる。私は認知症の母の介護経験から、介護施設の大切さを

感じ、少しでも介護施設を良くしたいという思いから四日市市の介護相談員となった。

そして、介護相談員活動を行いながら、認知症を学び、さらに介護サービスの向上のた

めに DCM（認知症ケアマッピング）を学び、認知症キャラバンメイトとしても地域で活動

を行っている。このすべては介護相談員活動が出発点である。介護相談員活動は、私を

成長させてくれる原動力とも言える。 

 

７ わり  

介護をめぐる環境が年々変化している中で、介護施設や事業所から介護相談員に対し

ての要望もある。介護サービス利用者に一人の人として、向かい合う日々、介護サービ

スを受ける方たちがよりよいサービスを受けられるために、介護相談員として、活動か

ら積み上げる経験のみでなく、さらに新たに知識を得ていく必要がある。そして、介護

相談員活動を通じて、介護を受ける人やケアスタッフ・管理者のみなさまの小さなつぶ

やきが大きな笑顔になることを願っている。 

「ちょっとお話しませんか？」から始まる私の介護相談員活動は、現在も進行形であ

る。介護サービス利用者の小さなつぶやきが笑顔に変わることを願って、今も訪問させ

ていただいている。こちらの問いかけに反応していただけない方、思いはあっても言葉

にならない方、助けてくださいと手を合わせる方、カレンダーに◎を付けて次回の訪問

日を待っていてくださる方などさまざま方々との出会いの日々、人として学ぶこと考え

ることの多い介護相談員活動である。 
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